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葉

書

か

ら

、

そ

の

交

流

が

途

切

れ

る

こ

と

な

く

続

い

て

い

る

こ

と

が

わ

か

り

ま

す

。 

 

さ

ら

に

、

左

記

の

よ

う

に

記

念

講

演

会

を

開

催

し

ま

す

。

ぜ

ひ

、

ご

参

加

く

だ

さ

い

。 
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今

年

も

伊

勢

大

神

楽

が

、

記

念

館

前

広

場

に

や

っ

て

き

ま

す

。 

伊

勢

大

神

楽

は

、

江

戸

時

代

よ

り

続

く

伝

統

芸

能

で

す

。

獅

子

は

家

々

で

の

竃

祓

（

か

ま

ど

ば

ら

い

）

を

行

な

う

際

に

舞

う

だ

け

で

な

く

、

村

落

の

鎮

守

社

境

内

な

ど

で

「

総

舞

」

と

呼

ば

れ

る

芸

能

を

披

露

し

て

き

ま

し

た

。

 

こ

の

よ

う

な

歴

史

を

持

ち

、

国

指

定

の

重

要

無

形

文

化

財

で

あ

る

獅

子

舞

が 

 

披

露

さ

れ

、

無

病

息

災

、

家

内

安

全

な

ど

の

願

い

を

お

祈

り

し

ま

す

。

 

伝

統

芸

能

を

間

近

で

見

る

こ

と

が

で

き

る

機

会

で

も

あ

り

ま

す

。

 

ぜ

ひ

、

お

誘

い

合

わ

せ

の

う

え

、

ご

観

覧

く

だ

さ

い

。

お

待

ち

し

て

お

り

ま

す

。 
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 9 時～16 時 30 分 

  (入館は 16 時まで) 
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12 月 28 日～1 月 4 日 
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無 料 
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催

中
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現

在

、

記

念

館

で

は

特

別

展

「

播

磨

国

風

土

記

～

井

上

通

泰

の

風

土

記

研

究

～

」

を

開

催

し

て

い

ま

す

。 

 

展

示

で

は

、

井

上

通

泰

の

風

土

記

研

究

と

あ

わ

せ

、

通

泰

の

人

物

像

に

も

ふ

れ

て

い

ま

す

。 

 

福

崎

町

で

は

、

日

本

民

俗

学

会

の

研

究

奨

励

賞

に

副

賞

を

贈

る

こ

と

に

な

り

ま

し

た

。 

 

第

32
回

日

本

民

俗

学

会

研

究

奨

励

賞

の

受

賞

者

は

、

渡

部

鮎

美

さ

ん

（

国

立

歴

史

民

俗

博

物

館

 

非

常

勤

研

究

員

）

で

す

。

そ

し

て

、

受

賞

論

文

は

「

機

械

化

稲

作

転

換

期

に

お

け

る

稲

作

技

術

の

多

様

化

と

リ

ス

ク

―

秋

田

県

大

潟

村

を

事

例

に

―

」

で

す

。 

 

研

究

奨

励

賞

の

表

彰

式

は

、

10
月

６

日

に

東

京

大

学

で

開

催

さ

れ

た

日

本

民

俗

学

会

第

64
回

年

会

で

行

わ

れ

ま

し

た

。 

こ

の

表

彰

式

で

嶋

田

町

長

が

、

渡

部

さ

ん

に

副

賞

を

贈

呈

し

、

あ

い

さ

つ

を

し

ま

し

た

。

そ

の

中

で

、

柳

田

國

男

の

『

豆

の

葉

と

太

陽

』

の

「

美

し

き

村

」

第

５

章

に

書

か

れ

て

い

る

「

村

は

住

む

人

の

ほ

ん

の

僅

か

な

気

持

ち

か

ら

、

美

し

く

も

ま

づ

く

も

な

る

も

の

だ

」

を

引

用

し

、

福

崎

町

が

美

し

い

町

づ

く

り

、

住

み

や

す

い

町

づ

く

り

を

目

指

し

て

い

る

こ

と

を

お

伝

え

し

ま

し

た

。 

 

銀

の

馬

車

道

の

 

 

あ

れ

や

こ

れ

 

業

が

進

め

ら

れ

て

い

ま

す

。 

 

10
月

６

・

７

日

に

、

福

崎

町

で

秋

祭

り

が

行

な

わ

れ

ま

し

た

。

賑

や

か

な

太

鼓

の

音

と

と

も

に

、

祭

り

屋

台

が

練

り

歩

き

ま

し

た

。 

右

の

写

真

は

、

銀

の

馬

車

道

を

通

る

祭

り

屋

台

で

す

。

そ

し

て

、

そ

の

右

側

に

写

る

の

は

、

改

修

工

事

中

の

大

庄

屋

三

木

家

で

す

。 

三

木

家

は

、

柳

田

國

男

が

預

け

ら

れ

た

家

で

す

。

『

故

郷

七

十

年

』

で

は

、

三

木

家

の

蔵

書

を

読

ん

だ

こ

と

か

ら

、

自

ら

の

学

問

の

基

礎

を

築

く

こ

と

に

な

っ

た

と

記

さ

れ

て

い

ま

す

。 

 

 

『

記

念

館

新

聞

』

第

46
・

47

号

で

お

伝

え

し

ま

し

た

よ

う

に

、

銀

の

馬

車

道

の

整

備

作 

記
念
講
演
会 

 

右

の

葉

書

は

、

明

治

28
年

一

月

一

日

に

國

男

と

静

雄

が

連

名

で

通

泰

に

送

っ

た

年

賀

状

で

す

。

こ

の

と

き

、

通

泰

は

30
歳

、

國

男

は

21

歳

、

静

雄

は

18
歳

で

し

た

。

 

 

『

記

念

館

新

聞

』

第

48
号

で

ご

紹

介

し

た

よ

う

に

、

井

上

家

に

養

子

に

入

っ

た

通

泰

と

國

男

は

幼

い

頃

よ

り

交

流

を

し

て

い

ま

し

た

。 

 


